
≪住宅購入サポートの利用法≫ 

“ファーストユーザーだからこそ、住宅購入サポートの利用が最良の選択です” 

初回無料面談の打ち合わせから、すべては始まります。不動産主体から自分達主体へ。 

 

１．「住宅購入」の最善策は？  

※ 住宅購入の動機と希望をしっかり認識すること。 

→ 希望と不動産市場が合致していないと買えません。初回面談で見極めができます。 

※ お客様が購入する住まいでの生活をイメージすること。 

 

２．「住まい」の検討課題とは？ いきなり情報収集をするのはダメ！（これは不動産が主体） 

         ※ 今、購入することがベストなのか 

・ 現在の不動産市況、求める住まいの希望と動機 

・ 自己資金、年収と勤続内容、家族構成、時期などから検討 

         ※ 資金計画とこれからの生活 

・ 買えるかどうかよりも“これからの生活“が最も重要なこと 

         ※ 地域を選定するにあたり、その他の希望との兼ね合いは？ 

            ・ 地域（土地）に拘るかどうか（建物とのバランス） 

 

３．必勝チャート（ベストな住宅購入の流れ）  “不動産に拘らず、自分達が主役!!” 

・ 買うかどうか、依頼するかどうかは別！（止めますも OK） 

              住まいへの希望を熱く語ろう。 

    同 日 

            ・ 予算（自己資金、年収、勤務先、家族構成など）                ここまでは 

            ・ 地域（通勤、通学、実家、環境など）                         無 料 

            ・ 住まい（広さ、こだわり、種別、夢など） 

可能性  

あり        今一歩                      希望条件と合わず 

 

           条件変更 

 

        

         

          ・ 予算、エリア、希望条件等、打ち合わせながら 

            → 今、どこに、いくらの住宅があるか、不動産市場を見ます。 

          ※ 希望を上手にまとめられない方へ                            申込金 

            「どうしても希望条件の優先順位がつけられない」                   21,000 円 

            → どんどん投げかければいいのです!!（話しているうちにはっきりします） 

・ お薦めの不動産情報だけをご紹介します!! 

 

             ・ 検討不動産の分析と関連事項をチェックします。            オプション 

               → 意思決定していただく最善策は、                   21,000 円 

               自分が最優先するのが何かを再確認することです。          ～105,000 円 

                 ・ 資金計画、不動産調査など不安材料の検証。 

 

            ・ 無事に取引が完了するまでフォロー。住宅ローンの申込。        仲介手数料“優遇” 

 

合言葉は「気持ちを楽にしてスタート、事前準備と検討をしっかりして、決断はすばやく」 
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地域外：会社紹介、一般相談にてフォロー 

最終検討です！ 
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